








































掛ける数が nl，..，n2(ただし、 ml，m2，nl，n2E N、
ml重m2、nl;: n2)の拡張した衰を鍛う。その表を
W[(ml' m2)， (nl， n2)]表.s(ml = 1、 nl = 1の場合は
それぞれ W[m2，(nl ， n2)] 表』、 ~[(ml ，m2)， n2]表』と略




と表現されている)。その他、特徴的なこととしては、 目 . 
当時の九九は現代と違って「九九八十一、八九七十二
ml x nl 
|.. I n I・|
ml xn2 
一・Jと続けられ、出土品には、冒頭部分のみ書かれて m mxn 
いるものも多い。尚、その後の『九九』の鉱がりに関し





















[1-2)交換法則 (ax b = b x a) : r、~(表中左上
から右下)方向の対角成分に関して線対称、に位置す
る成分は、 (a，b)，(b，a)である。














= (m' + k，n)成分値)+ ((m" -k，n)成分値)
但し、 kI立、 max{ml-m'，m" -m2}芸k三
min{m2-m'，m"-mt}を満たす繋数である。特に、
m"-m'が偶数のときm'+ko= m"ー んとなる k=
koが存在し ((m'，n)成分値)+ ((mペn}成分値)=






















(m+ h.n+ 1-h) 
("i+I-Al，帽 +1-1)
(m + 1 -k)(n + 1 -h)一(m+ h)(n + k)







(1-11] ~[(m -1， m+ 1)， (n-1， n+ 1 )] 表~ (0 < 











定すると、 (m+1)(n+1)-mn= m+n+1三o(mod10) 
かつ (m+ l)n -m(n + 1) = n -m三o(mod10)でな
ければならず、このとき 2m+1三o(modlO)となり矛
盾が生じる.
尚、 (II-1] は、 2(k+2k+3k+・ +(k-1)k)+k2=
2(1+2+3十一+(ト1))k+k2= 2.!(k-1)k.k+k2 = k3 
より明らか。
次に、 n(ml!m2)， (nl! n2)]表』の4隅の成分(ml，nl)，
(m2，nl)， (m1，n2)， (m2，n2)に関して、次が成り立つ:




(I・3] W[(mt， m2)， (n1' n2)]表』において、 4隅の
成分の和は、(表外に位置する)(m1 +町，n1+n2) 
成分の値に等しい。
尚、 (II-2]は、 (mlnl)(fi2n2)= (m1n2)(m2nl)より
明らか。実際には、表中の任意の長方型を形成する 4隅
の成分に関して同様の結果が得られる。また、 (II-3]は、
m1n1 + m1n2 + m2n1 + m2n2 = (m1 + m2)(n1 +向)
より明らか。 特に、 m1= n1 = 1のとき、右下成分
の更に 1つ右下(つまり、成分(m2+ l，n2 + 1))に4
数和 m2n2+ fi2 + n2 + 1が現れる。
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1 1 . 1(1， k)1 . (l，m) 
. 
k ，(k，l)1 . (k，k)1 .. (k，m) 
・ .. 
τv、 (m，l) . (m，k) . (m，m) 
(I-4] n(m， m+k)， (n， n+k)]表』において、 4隅












= 4mn + 2km + 2kn + k2 
= mn + (m+h)n + (m+k)(n+k) + m(n+k) 
-80 -
[II-4] n+s+t n+k-s n+k 









m+k CJ n 
尚、 m=nのとき、 4成分の和は、 (2m+k)2(=(2n+k)2) [II-4]を用いるとW[(m，m + k)， (n， n+ k)]表』にお
となる。また、 [5]では、 m= n = 1， k= 21 -2 (1= いて次が導かれる:
1，2，. .)の場合に関する説明が記載されている。
4 W乗法表』の各成分の値の総和








13 + 23 +・ .+m3.
[III-2] r[(ml， m2)， (町，n2)]表』において各成分
の総和は、次により得られる:
(ml + (ml + 1) +・・・+(町一1)+向)
x (nl + (nl + 1) +・・+(n2 -1) + n~). 














=j(m2-ml+h-nl+仰 I+ m~)(nl +町)
(lU-l)は、 [I-l]より導かれる。また、 [III-2]にお
事実、r[(ml'm2)， (nb町)]表』の任意の?IJnε {nbnl+
いて、 ml= nl = 1， m2 = n2 = mとすると、表は




13 + 23 +・・+m3= (1 +2+・+m)2.
-81 -
((ml，n)成分値)+ ((m2，n)成分値)
= ((ml + k，n)成分健)+ ((m2 -k，n)成分値).







1 ((ml + m2)nl ， (ml+町 )n2¥
2 ¥ 2 2 J 




個なので、求める総和は、 !(m2-ml + 1)(向-nl + 










尚、 [III-l] から [III-5] の手法による『九九表』
に現れる数の総和は、次の通りである:
[III-l] 13 + ~ +・・・+93= 2025 
[III-2] (1 + 2 +・・・+8 + 9)2 = 452 = 2025 
[III-3] l(8 + 1)2(1 + 1 + 8)2= 2位5
[III-4] }(9-1+ 1)(9-1+ 1)(1+9)(1 +9) = 2025 










[5]知的好奇心をくすぐる (I?)教材 33 W掛け算九
九に潜む性質を発見するための、色の工夫~ ， 
http://官官官.esnet.ed.jp/center/shiryo/
uploads/H22_sugaku_support_33.pdf. 
(平成27年9月30日受理)
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